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一、はじめに
　「中村高等女学校執務日誌」について
　『東京大空襲をくぐりぬけて
　
中村高等女学校執務日誌
　
昭和二十年三月九日
〜
昭和二十二年九月十三日』 （以下『東
京大空襲をくぐりぬけて』と表記）は、東京都江東区にある中村中学校・高等学校の教職員が戦時下における学校の資料と卒業生の証言等をまとめ、二〇一五年三月一〇日に出版した書籍である
（１）
。内容の中心となっているのは、一九四五（昭
和二〇）年三月九日、つまり東京大空襲前夜から約二年半の学校の歩みを記した「中村高等女 執務日誌」 （以下「執務日誌」と表記） 。中村 女学校とは、中村中学校・高等 一九四八（昭和二三）年 での名称である。
　
中村中学校・高等学校
は今年創立一〇六年目を迎えた歴史の長い女子校である。七〇年前の東京大空襲で、学校の立つ江東区（戦時中は深川区）
清澄の町は甚大な被害を受けた。学校も例外ではなく、校舎は全焼、校門の門柱と運動場のローラーのみを残して全てが焼けた。多くの在校生、卒業生、そして教職員やその家族も命を落とした。戦前・戦中の学校生活の記録も大半が焼失してしまっている。そんな中、空襲以後の学校の復興 様子を伝える数少ない貴重な資料が、こ 「執務日誌」である。大学ノートに書かれた簡素なこの日誌は学校が焼けた三月九日・一〇日から書き始められており、その日の書き手は、教員になってまだ三年目の若き国語科教諭である渡辺泰行だっその記録を以下に引用する。　　
三月九日
　　
午後十時三十分警戒警報発令
　　
在校者
　
小林・下條・渡辺教諭
　
小林使丁
　　
午後十一時 十分空襲 報発令
　　
都内数十個所に焼夷弾による火災発生
　　
西北の烈風により万年橋方面より火の粉しきりなり。火災は平野町、白河町、常磐町、門前仲町方面に発生す。
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深川女子商業校東方に焼夷弾落下、火災を生ず、清澄町一帯火災発生す。
　　
既に深川女子商業校に延焼し、全く本校は に囲まる。
　　
此の間
　
在校者
　
重要書類を防空壕に移動する傍、飛火
警戒、本校舎に注水する、然し折からの烈風と周囲の火災の為、つい 講堂、理科室に延焼し初める。
　　
火勢遂に本館に及び
　
消火に従事する事能はず、避難体
勢に移る。
　　
勅語謄本、学籍簿 其他を持出し、路上より猛火 包まれ行く校舎を注視し
　
万感交々胸にせまり
　
折からの火
と、風との中 立ち彽徊去る事能はざりき。
　　
然れども周囲の猛 により遂に佐賀町方面へ避難する。
　　
三月十日
　　
午前六時
　
全く灰燼と化した校舎跡に立ち戻り、未だ燃
えつゝある校庭に立つ。
　　
防空壕山桜号
　
完全に残りたるに付
　
仮事務所と定む。
深川・本所一帯未だ燃えつゝあるに依り当分校庭より外出出来ず、各方面との連絡つかず、生徒二名登校すれども直ちに帰宅せしむ。
　　
小林先生、東京都、校長に報告す。
　　
三時
　
一応
　
教員下校、
　
三月九日の夜、校舎内では四名の人物が夜を明かそうとし
ていた。後に第五代校長となる小林珍
よし
雄お
教諭、下條恒雄教諭、
仕丁の小林政子、そして渡辺教諭である。小林・渡辺両教諭は、学校の周辺が大規模な空襲に見舞われた際に重要書類等を持って避難する役割として、前年一一月より泊まり込みをしていたという。この日は一〇時三〇分、警戒警報が発令される。しかし米軍機は房総半島沖に去った して、しばらくして警報は解除された そんな折 爆撃は突然始まった。日付が変わって一〇日〇時七分、焼夷弾の投下が開始されたのである。 「執務日誌」には一一時三〇分 空襲警報が発令されたと書かれ いるが渡辺教諭の記憶違いである可能性 高く、各種研究資料におい は空襲警報が鳴ったのは 一五分とさ ているものが多い つまり警報が発令されたのはすでに東京が火の海になった後であっ 。　
この日は西北から強い風が吹いており、火災は瞬く間に広
がった。中村高等女学校もそ 荒 狂う炎にあっという間に飲まれていく。教職員の消火活動も空しく、彼らは炎に包まれた校舎を残して逃げざるを得なかった。夜が明け、再び清澄に戻ってきた教員たちは、変わり果てた校舎の姿 目 することになる。　
このように「執務日誌」には、その夜の出来事 克明に記
されている。空襲により自らの職場を失う経験をし 渡辺教諭は、どこかのタイミングでその日の出来事 大学ノート
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書き記した。その後も日誌が三月一一日、一二日と続いていくことを考えると、空襲からそう時間が経っていない中で書いたことが予想される。感情的な描写は少なく 全体的な雰囲気は淡々 してい んな中、火のついた校舎を後にする際の「万感交々胸にせまり
　
折からの火と、風との中に立
ち彽徊去ること能はざりき」という記述には彼の想いがにじみ、同じ教壇に立つ者 胸を突かれる。この日以降、ほとんど途切れることな 「執務日誌」は二年半書き継がれ、次第に渡辺教諭だけでなく同僚達も順番に書くよう っていく。空襲で校舎が全焼しても学校業務が続いてい ことには素朴な驚きを感じるが、校舎が焼けて 学校は終わりではない（現に三月一〇日の朝も生徒が二名登 して ） 獅子奮迅と言っても過言 ない教職員の仕事ぶりは、その後も続く空襲の中も、玉音放送の流れた午後も、そし 戦後の激動の日々にも続いていった。人手も資金も今日を穏やかに過ごす安心すらないその日々の中で、生徒と 職員 仮校舎に集い、自分たち とってかけがえのない「学校 活」 守ろうとする。そしてその様子を「執務日誌」は静かに伝え いる。　
ただ、この貴重な資料の存在は、最近まで本校の教職員に
すらほとんど知られていなかった。渡辺教諭はその後一九八五年まで勤務し、定年退職をした。戦後の復興期を共に支えた小林珍雄第五代校長は既に亡くなり、現在の理事長である
小林和夫が校長を務めていた頃である。退職前の荷物整理の際、渡辺教諭は自分のロッカーに保管していた「執務日誌」を初めて取り出し、小林校長に託した。小林校長は驚き、今後は自分が大切に保管することを約束した。その後「執務日誌」は学校史の編纂をする際に資料として活躍したが、それ自体が一般に公開されることはないままであっ して戦後七〇年の節目を控えた二〇一三年、小林理事長の呼びかけの下、教員有志による〈 「執務日誌」編集委員会〉が発足 、「執務日誌」の活字化および出版を目指すことになったのである。　
このような戦時下の記録を持っている学校は中村中学校・
高等学校だけではないだろう。むしろこの学校は校舎が全焼した学校で り、他校に比べて資料が豊富に残ってい とは言えないかもしれない。しかし、そもそも中学校や高等学校がこういった記録を一般に公開することは少なく（各校で前述のような学校史を編纂することはあっ 、それは関係者に配布されるのみに留まり、広く書店等で扱われることは希であろう） 、研究の対象として扱われる機会は簡単に得られるものではない。また昨今の多忙な教育現場の様子を鑑みると、教職員 とっても自ら 勤務校の歴史 目を向ける機会は多いとは言えない。そん 中で行われた『東京大空襲をくぐりぬけて』の編集作業を通し、私を初め中村中学校・高等学校の教職員である編集委員たちは小さな私立 の個人的記
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録に過ぎない「執務日誌」やその周辺資料が秘めている多くの可能性を感じるに至った。これらの記録が伝えるもの、編集作業の過程、そして今後の展望について述べていきたい。
二、 「執務日誌」の特徴
　『東京大空襲をくぐりぬけて』の発売後、本校は新聞社やＴＶ局から「執務日誌」 関する取材
（２）
を多く受けることにな
り、編集委員にとっては大変有り難いことであった。そし新聞紙面やＴＶの報道番組に取り上げられる際、特に注目を浴びた点が二箇所ある。　
まず一点目は前述の一九四五年三月九 ・一〇日、東京大
空襲の夜の記録である。東京大空襲を逃げ延びた人物の記録として、その臨場感のある様子は確かに衝撃的である。　
二点目は一九四五年四月三日 記述である。記録者は小林
珍雄教諭で、こ 日は小林教諭が東京都教育局に出向いた際のことが書かれ いる。この時期は一年生以外の生徒は勤労動員 ためほとんど授業はできず、度重なる空襲から逃れようと地方に縁故疎開する生徒も少なくなかった。し し地方に親戚などがいない子 もたちは東京にとどまらざ を得ず、教職員はそういった生徒をいかにして守るか、頭を悩ませていた。その中で教職員たちが考えた 、まだ動員命令の出ていない生徒を地方の農場で働かせるか、ま は臨時に地方へ教室を移転する い 案であった。し し、その許可
を求める小林教諭に対して教育局の担当者は首を縦に振らない。憤った小林教諭は「中央集権
　
過度の幣
ママ
害ここに顕著な
り。下から盛上るよき創意をもう少し生かす雅量を要すべし。然らずんば事務は渋滞して、時局に後手後手をうつほかなし、手を拱いて敗戦 待つのみ（
?!） 」と記している。戦時下に
「敗戦を待つ」という表現が用いられることに驚くとともに、当時の教職員たちの水面下で 仕事や そこ ある苦悩 知ることができる記述である。　
このように執筆者である教職員の思いがにじむ記述も時折
見受けられる 、基本的に「執務日誌」 内容は学校の運営に関する事務的な記録が多くを占めている。校舎を焼失した一〇日後である三月二〇日には近隣 明治第二国民学校（現在の江東区立明治小学校）に間借りの承諾を得て学 を移転し、教職員はここで業 にあたった。終戦前、つまり一九四五年三月九日〜八月一五日の記録では、主 地方へ疎開す生徒の学籍関連の手続き、そして勤労動員先の工場との交渉や動員された生徒への報償金の支払手続き等 追われ様子が読み取れる。在校生は都内の藤倉電線株式会社、ライオン製薬、三田土ゴムなど複数の工場へ勤労動員 出向いていた。五月一四日の日誌には「三田土ゴム動員ニ関スル件」として「昼食ハ雑炊ニテ十銭支払トノ事、作業服其他ノ（手配）不可能ナルコト」など連絡事項も記されており、その様子がうかがえる 卒業生の証言では 動員先の工場 一時間
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くらい英語の授業が行われることなどもあったという。また、そこで働く生徒や監督する教員にはわずかながら報償金が支払われていた。これは学校が受け取って生徒たちに支払う形式であったため、これに関わる事務処理が煩雑であったようである。報償金を受け取りに来 した保護者への支払が間に合わず、卒業生である若い事務員が後輩の為に立 替えるようなこともあったことが七月の日誌には書かれている。　
さらに空襲に見舞われた三月は年度末の時期でもあり、二
二日には来年度の入学手続きも始まっている。一九四五年度生として入学手続きをした新入生は 二名であった 、四月二日の日誌 よれば、その日に行われた入学式に 新入生が二四名しか登校していない。前日に空襲警報が発令されていたことや、東京の学校に籍を置きながらも地方に疎開しているという生徒が多かったこと どが原因と推測される しかしそんな中でも入学式は挙行され、さらには三月にできなかった卒業式も四月一〇日に行われている。多くの卒業 参加することができなかったが、集まった者にはわら半紙 ガリ版で印刷された卒業証書が手渡された。巣立っていく子どもたちにささやかなことでもいいから何かをしたい、と願う教職員の切ない思いが感じられる（こ わら半紙の卒業証書を受け取った卒業生は一九九五（平成七）年、創立八五周年記念事業の一環として、五〇年越しに正規の卒業証書 受け取ることになる） 。その他、日常の記録にはやはり「警戒警
報発令」 「空襲警報発令」などの語が目立つ。四月七日には「学校隣の池にまだ死体二つ浮いている」という記録も見られる。そして八月一五日、下條教諭により「歴史上
　
未曽有
ノ
　
国辱事件現出
　
国民ハ更ニ新秩序ノ建設ニ奮励努力セラ
レタシ」と綴られ、戦争は終わる。　
八月二〇日の日誌には、この日に開かれた東京都公私立中
等学校長の常会で「状況ノ主旨ヲ徹底的ニ生徒ノ誤解ナキ様
　
理解セシメ
　
学科ハ
　
物象
（３）
　
数学
　
音楽
　
裁縫ノ四科目位ニ
定メ
　
毎日
　
大東亜会戦以前ト同ジク
　
熱意ト工夫ヲ以テ授
業スル様」と伝えられたこ が記録されている。手探りの中で教職員は授業の本格的な再開を目指 準備を始め 出征や疎開等で学校を離れてい 教職員も徐々に戻り、日誌には転校した生徒の復学手続きなどの業務内容も見られるようになっていった。　
九月五日の日誌にはその日の時間割も書かれている。国語、
理科、裁縫、家事、地理、体操のほかに、農耕の時間も設けられている。九月七日の日誌に 、授業で「戦局終末ニ対スル生徒各自ノ感想文ヲカカシム」ことなどを行った記録があり、生徒たちがどのようなことを書いたのか、非常に興味深い。　
また驚かされるのは一〇 一八日の日誌である。この日は
教員が出勤したところ、職員室に異変が起きて ることに気づく。 「ストップウォッチ一個、置時計一個、サイレン一個、
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鏡二個、紛失セル」 。すぐに深川警察署を刑事に来校してもらうが、その刑事は「其手口、其他ヨリ見テ、進駐軍ラシトノ意見ヲ漏サル」 。この地域ではこのような窃盗事件が頻発していたのだろう。　
日誌は徐々に「異状なし」という言葉が毎日続くようにな
り、学校生活が落ち着いてきた様子が読み取れる。学校行事も復活し、戦前か 盛んであったバレーボール部の練習も再開した。住む場所も食べるものもない時代、決して易しいことではなかった焼け跡 ら 復活は『東京大空襲をくぐりぬけて』に収録した卒業生のインタビューに詳しいが、それでも「執務日誌」最後のページは一九四七年九月一三日、 「変わりなし」 書くことのできる幸せを読む者に感じさせなら終わっている。
三、 『東京大空襲をくぐりぬけて』編集の過程
　〈 「執務日誌」編集委員会〉は理事長ほか、教諭三名、事務職員一名、そして定年退職した元教諭一名 計六名で構成されている。年代は六〇代から三〇代まで分 れており、事務職員を除く委員の担当教科も地歴公民科が三名、国語科が二名と異なる。　編集委員が当初行う予定でいたのは「執務日誌」の完全活
字化であった。ノートはすでに紙の劣化が進んでおり、今判読不能になる前に活字化をして保存するとともに、 籍と
して出版することで学校外の方にも広く手に取っていただける形にまとめることが目的であった。しかし作業に向けての打ち合わせを続けていく中で、今 在校生たちにこの日誌を読ませたい、という思いが委員たちの中に湧き上がった。その結果、単に「執務日誌」をそのまま活字化し掲載するのみにとどまらず、日誌の内容を中高生が理解するために必要な解説や、当時中村で学んだ卒業生のインタビュー、詳細な注釈などを収めた書籍を作成することになった。　
活字化の作業は、 『東京大空襲をくぐりぬけて』の出版元
でもある銀の鈴社に多大なるご協力を ただ た。編集委員が行った主な作業は活字化のゲラと実際のノートの照合 ある。複数名で確認しても判読できなかった文字も幾つかあった。日誌はＰＤＦデータとしても保管し閲覧できるようにした。　
解説や注釈は委員の中で分担を決め、何度もディスカッシ
ョンをしながら原稿を仕上げた。前述のとおり年齢も担当教科も異なる教職員たち 戦争と教育について語りあうこ は非常に刺激的な経験であった。卒業生へ インタビューは実際にお目 かかってお話をうか ったものと、いただいお手紙を再構成して仕上げたもの ある。今も学校 関わを持ってくださっている方に依頼したケースもあれば、同窓会名簿を見ながら昭和二〇年前後に在校した方に連絡を取り、アポイントを取ったケースもあっ 後者 場合は「思い出
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すのが辛い、家族にも話したことはない」と断られること、ご自身が七〇年前の記憶をたどるのが困難になっていることなどもあった。戦時下・終戦直後の学校生活を経験した方へインタビューをすることは、悲しい事だが今後ますます困難になっていくだろう 編集へ 着手があと数年遅れていたら、同じ原稿を書くことはできなかったか しれない。　
編集に着手するのが今でよかったということについては、
編集委員のメンバーにおいても同様である。編集委員の一人である元教諭は六年前に刊行され 『中村学園百年史
　
はく
もくれんの花がさいた
（４）
』の編纂にも携わった方であり、今回
も協力を仰いだ。理事長やこの元教諭 渡辺教諭とも職員室で机を並べて働いた間柄であるが、既に他界して る渡辺教諭と面識のある者は現職の教職員の中 も少ない。現在 現職の教職員の中で、戦時下・終戦直後に教壇 立 ていた教職員と共に同僚として働いた経験のある者はほとんど なくなってしまっている。今回この本の製作を考えたのは戦後七〇年という節目を意識してのことであったが、当時 ことを語り聞いている経験を持つ教職員が今後一層少なくなるこを考えると、今がまさに編集に着手するにふさわし 最後タイミングであったと言えるかも れない。　「執務日誌」の内容はこうして完全にデータ化されたが、実際のノートの保管は今後どのようにしておくべきかが課題である。学校には資料保管について熟知した専門家 ない
ため、極めて貴重な資料であっても破損、劣化などで消失するケースは他校でもありうるのではないかと考えられる。少子化による学校の統廃合 ども多くみられる昨今、学校が独自で持っている貴重な資料の散逸をどのように防ぎ 研究に役立てられ ものとしてどのように残していくかという問題は今後大いに検討の必要がある。　
出版元でもある銀の鈴社の西野真由美氏には編集会議にほ
ぼ毎回ご参加いただき、本 構成から文章の細部までアドバイスをいただいた。また校正作業では他の国語科教諭にも監修を依頼し、協力を仰い 。さらに表紙絵や挿絵 作成は、卒業生や旧教職員など本校にゆかり ある方々が担当した。このように沢山の方の協力を得て、約一年四か月ほどの編集期間の後、 『東京大空襲をくぐりぬけて』は出版に漕ぎ着けた。
四、おわりに
　
今後の学校資料研究の展望
　『東京大空襲をくぐりぬけて』の出版後、編集委員は三種類の校内企画を実施した。一件目は、生徒や保護者、卒業生、近隣の方々を対象にした東京大空襲についての公開講座である。講座 一日目は学校の七階にある図書館から清澄の町を見下ろしながら「執務日誌」の三月九日・一〇日 記述を読み、空襲で火のついた場所、渡辺教諭らの避難ルートなど見た。また東京大空襲・戦災資料センター（東京都江東区）
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でも語り部を務めている一九五六（昭和三一）年卒業生の上原淳子氏を講師として招き、自らの空襲体験と語り部としての経験を伝える講演を行った。二日目には東京大空襲・戦災資料センターの方にご協力いただきながら、江東区周辺に残っている戦跡 巡るフィールドワークを実施した。　
二件目は一〇月に行われた文化祭での企画展示である。
「執務日誌」に登場するさまざまな行事の写真、当時の制服、当時の在校生が書いた作文等を展示したところ、保護者として来校していた在校生たちの祖父母や卒業生たちからの反響が大きかった。在校生にとっても現物 見るこ は良 刺激となったようである。　
三件目は、 『東京大空襲をくぐりぬけて』にも登場する一
九四九（昭和二四）年卒業生の日下部ます子氏 招いて行った、全校生徒対象の講演会である。現在 在校生の祖父母は終戦時に幼い子供だった場合や戦後生まれである場合が多く、戦争を直接体験した方に話を聞い 経験が少な 。そんな生徒たちに、空襲警報が出ている中で学校に通う恐ろしさや、配給で水まんじゅうがもらえて嬉し 思 出などを語っていただいた。　『東京大空襲をくぐりぬけて』の出版と三つの企画は、教科書の中の知識だけにとどまらず実感をも 戦争につ て考えてほしいというメッセージを生徒たちに伝えることになった。そしてこれらの業務に関わりながら今思うのは、 「執
務日誌」を読みながら戦時下および終戦後の学校について調べるとき、その記録の中には戦争の悲惨さばかりがあるのではないということである。悲惨な状況の中、それでも学ぼうとする生徒、それでも教えようとする教師らの姿が見えてくるのだ。空襲翌日にも登校す 生徒、自らも罹災しながら毎日出勤してくる教職員、貴重な生活費 な 報償金 支払を後輩の為に肩代わりする卒業生事務員、戦後も床の破れ目を教職員が木片で直し、生徒は生徒で 舎の再建費用や図書館の書籍代を自ら集めようと 。そうま して彼 が守ろうとした学校とは何な か 学校に残る資料 解き考えことは、そのまま「学校とは何か」 問いに向き合うことにつながる。　
さて、学校に現存する戦時下の資料は「執務日誌」のみで
はない。例えば本校の校友会 一九二四（大正一三）年から発行して る『会報』 （現在は『みやこどり』 改名）には、当時の学校生活の様子が教職員や生徒たち よって綴られている。基本的にはその年の行事や部活動の報告、生徒のすぐれた作文などが中心となっているが、驚かされるのは一九三八（昭和一三）年号 「事変関係特集」が組まれ、出征たバレーボール部コーチが中国から送った手紙など 「陣中通信」として掲載されているこ である。生徒の作文も「銃後の奉仕女学生部隊」 「日支親善 私達から」などといったタイトルで、 「 徒家族応召者報告」もまとめられている。
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また、本校には一九三七（昭和一二）年に三年生の生徒た
ちが満州の兵隊に対して送った慰問作文集「慰め草」が残っている。そこには「寒気きびしき折、満州の兵隊さんには、この寒さに負けないで健康な御体で御国の為に、日夜寝もせず寒気と共に広い満州を命をささげて御守の事と存じて居ります」 「私達のグループも皆、男に生れて、あ 広い満州で御国の為に御守したいといろく、空想 ふけつて居ります」などの言葉が並ぶ。　『会報』の「事変関係特集」に掲載される生徒作文にも
「慰め草」の手紙にも共通して言えることは、当時の生徒がある時点から急に、そして皆一様に「戦時下 おける私たち」としての語りを体得 た とへ 驚きである。特に『会報』は前年度号 の内容 変化が顕著 表れているため、その衝撃は大きい。少女たちがどのようにしてその語り 身に着けていったのか、そして少女たちの変化に対し学校教育はどのように関与して るのか、実際に彼女たちの書 た作文にあたって検討することは意義深いことである 考えられる。今後も学校に残され 資料の研究を続けていくと同時 、このような取り組みが他校にも広がりを見せ、さまざまな学校で行われていた当時の教育活動を相互的に考察できるような状況になっていくことを期待したい。
注（１）中村中学校・高等学校『東京大空襲をくぐりぬけて
　
中村高
等女学校執務日誌
　
昭和二十年三月九日〜昭和二十二年九月十
三日』 （二〇一五・三、銀の鈴社）
（２）読売新聞「女学校
　
戦火の記憶」 （夕刊、二〇一五・二・一
六）
　　　
朝日新聞「東京大空襲
　
刻む卒業式」 （夕刊
　
二〇一五・三
・一一）
　　　
朝日新聞「東京大空襲
　
学校日誌で学ぶ」 （二〇一五・四・
一六）
　　　
ＮＨＫ「おはよう 本」 「首都圏ネットワーク」 （二〇一五・
二・二七）
（３）物理学、生物、鉱物学などを包括した教科の名称。昭和二二
年廃止。
　
（４）中村中学校・高等学校『中村学園百年史
　
はくもくれんの花
が咲いた』全三巻（ 〇 九・一一・七、特別頒布、銀の鈴社）
（おかざき・みちこ／中村中学校・高等学校）
